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研究成果の概要（和文）：本研究は、中国・中央アジア・ロシアなどでの海外調査による新史料の取得と、それ
らデータの分析を通して、19～20世紀における中国新疆とロシア帝国領・ソ連領ムスリム地域の間の人的な移動
と文化交流の実態を明らかにした上で、新疆のムスリム社会における文化変容の様態を究明した。それにより、
政治的な条件に規定されつつ日常的なレベルで移動・移住が行われ、そのことが近代化を初めとする新疆の社
会・文化変容に大きな作用を与えていたことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：In this research, through acquisition of new historical documents by 
overseas surveys in China, Central Asia and Russia, and analysis of these data, we threw light on 
the actual situation of migrations and cultural exchanges between Xinjiang and the Muslim regions of
 the Russian Empire and the Soviet Union in the 19th and 20th centuries, and clarified the aspects 
of cultural transformation of Muslim society in Xinjiang. As a result, it was revealed that 
migrations were carried out on a daily level while being influenced by political conditions, which 
had great effect on Xinjiang’s social and cultural transformation, including modernization.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
新疆（中国領中央アジア）は中国の政治的
領域の一部である一方、主要な住民であるテ
ュルク系ムスリムの諸民族は現在に至るま
で言語・文化面の独自性を維持してきた。そ
の背景としてとくに重要なのは、19 世紀後
半～20 世紀半ばの歴史過程において、中国
内地との関係の希薄さと対照的に、西方のロ
シア帝国領・ソ連領のムスリム地域から多大
な文化的影響を受けたことである。 
近現代の新疆地域が辿った歴史的プロセ
スについては、従来は中国の辺疆統治史もし
くは清露・中ソ関係史の一環として論じられ
ることが多かったが、この 20 年余りの間に、
従来の研究枠組も踏まえつつ、ウイグル人を
中心に、テュルク系ムスリムの諸民族の活動
に眼目を置く研究が新たに展開されてきた。
しかし、その社会的・文化的背景や思想面に
関わる検討は不十分である。 
他方、新疆と言語・文化的特徴が近い中央
アジアやタタールスタンから新疆への影響
は、様々なレベルの境界を越える人々の移
動・移住、交流の動きが複合的に作用するこ
とを通して現象化してきた。しかしウイグル
人の移住にとどまらない、様々なレベルの越
境移動・交流と、新疆のムスリム諸民族の社
会、とくにその歴史的展開の機軸をなす文化
変容との関係性については、中央ユーラシア
史の看過できない側面にも拘らず、学術的知
見が断片的なレベルにとどまっている。 
 
２．研究の目的 
本研究は、海外調査による新規史料の取得
と分析を通して、ロシア帝国領・ソ連領のム
スリム地域と新疆の間の人的な移動と交流
の実態を明らかにした上で、新疆のテュルク
系ムスリム社会における文化変容の様態を
究明することを目的とする。それにより、広
域的な越境移動のダイナミズムの中で新た
な新疆近代史像を提示することを試みる。 
 
３．研究の方法 
（1）主要な研究対象とする時間的スパンを、
テュルク系ムスリムであるタタール人やウ
ズベク人がロシア帝国領から新疆領域内に
多数移動してくる清朝末期から、中華民国期
を経て、ソ連が新疆情勢に深く関与した中華
人民共和国初期までの期間（1880 年代～
1960 年代初頭）に設定する。 
（2）主な研究作業として、上記の期間につ
いて、下記の研究作業を実施する。①ロシア
帝国領・ソ連領（主に中央アジアとタタルス
タン）と新疆の間におけるテュルク系ムスリ
ム諸民族の移動・知的交流の具体的な様相を
明らかにする。②これらの移動・交流との関
連性において、新疆のテュルク系ムスリムの
社会における文化活動、とくに文字文化とそ
こで担われる思想的営為が、どのように展開
し、変容してきたのか検討を加える。その際、
先行研究で明らかにされている彼らの政治

的活動や社会情勢との相関に留意する。③以
上の検討を統合化することにより、19 世紀
後半から 20 世紀半ばに至る時間的スパ 
ンを通して、当該地域のテュルク系ムスリム
社会における文化の「近代的」展開の相貌を、
中央ユーラシアの広域的な歴史的動態の中
で、系統的かつ総体的に解明する。 
 
４．研究成果 
（1）調査研究の内容 
①19 世紀後半～20 世紀初頭にかけての時
期に、ロシア帝国領と新疆の間における越境
移動の基本的な状況、とくに交易活動がどの
ように行われていたかについて基本的なデ
ータの取得を図るとともに、1940～50 年代に
おけるソ連－新疆関係の政治的状況に関す
るデータの取得に従事した。前者に関しては、
史料面でロシア側と清朝側の双方からのア
プローチをとることにより、ロシアの文書館
と台湾の文書館において関連する文書資料
の調査・収集を共同で実施した。これらによ
り、新疆における文化変容を検討するための
前提となる越境移動と政治状況に関わる基
礎的なデータを蓄積し、その分析を進めた。 
 ②19 世紀～20 世紀における、新疆と中央
アジアの間の越境移動の基本的な状況に関
する文字史料データの取得を図るとともに、
実際の越境移動の実態と新疆・中央アジア両
側の地域社会の具体相について把握するた
めの実地調査・聞き取り調査を実施し、関連
データの取得を行った。前者に関しては、台
湾の文書館やヨーロッパの図書館において
関連する文書史料・写本史料の調査・収集を
実施した。後者においては新疆のイリ地域と
タルバガタイ地域での実地調査に基づき、越
境移動を考える上でポイントとなる国境地
帯の都市の地域性に対する理解を深化させ
るとともに、イリ地域から移住したタシュケ
ント在住ウイグル人研究者からライフ・ヒス
トリーの聞き取り調査を実施した。これらに
より、とくにイリを重点地域とする形で、越
境移動を背景とする、新疆における文化変容
を検討するためのデータの蓄積と検討作業
を進捗させた。 
 ③タタールスタンのカザン等において、新
疆からの帰還タタール人からの聞き取り調
査、図書館におけるタタール語史料の調査を
実施することを通して、19 世紀～20 世紀に
おけるタタール人たちの交易活動や宗教活
動にともなう、新疆との間の越境移動の基本
的な状況、実際の越境移動の実態と彼らの新
疆における文化活動等の具体相について関
連データの取得を図った。これにより、タタ
ール人ディアスポラが新疆および中央アジ
アのムスリム地域社会に与えた影響の実相
にアプローチするための基礎的な知見を得
ることができた。また、カザフスタン・クル
グズスタンの文書館・図書館において、新疆
との間の移動と交流に関する史料の調査・収
集に従事した。前年度の調査に基づく研究成



果も併せ、越境移動を背景とする新疆におけ
る文化変容を中央ユーラシア史の変動の文
脈において検討する作業を進捗させた。 
 
（2）主な研究成果の概要 
①研究手順の2段階の第一段階における研
究対象「ロシア帝国領・ソ連領（主に中央ア
ジアとタタルスタン）と新疆の間におけるテ
ュルク系ムスリム諸民族の移動と交流の具
体的な様相」について、移動の実態とそれを
規定してきた政治的条件等に関する基礎的
な知見を明らかにできた。すなわち、ロシア
帝国期のロシア領－新疆・中央アジア間の交
易の実態、また 1940 年代における国民政府
と東トルキスタン共和国およびソ連との政
治的関係、などに関する重要なデータである。
付随して、新疆のテュルク系民族と中国内地
との歴史的関わりや、中国内地から新疆を経
てロシア領に移住した回民の歴史意識など
について興味深い知見が明らかになった。 
②研究手順の 2 段階の第二段階における
「移動・交流との関連性において、新疆のテ
ュルク系ムスリムの社会における文化活動、
とくに文字文化とそこで担われる思想的営
為が、どのように展開し、変容してきたのか」
という課題について、様々なレベルにおける
新知見を明らかにできた。すなわち、ロシア
帝国期のロシア領－新疆・中央アジア間の交
易の実態、1940 年代における国民政府と東ト
ルキスタン共和国およびソ連との政治的関
係などに加え、越境移動の具体的な状況とそ
れを背景とした新疆－ロシア・ソ連領両側の
地域社会における文化動態に関わる重要な
知見が得られた。付随して、宗教的な側面に
おける越境移動と地域社会との関係、新疆の
テュルク系民族と中国内地との歴史的関わ
り、などについて興味深い側面が明らかにな
った。 
③その中でとくに注目される点としては、
（i）歴史の各段階における政治的な条件に
規定されながら、直接的に政治変動や社会変
動によるもののみならず、宗教活動・交易活
動にともなう日常的な次元で越境移動・移住
が恒常的に行われていたこと、（ii）このよ
うな移動・移住により新疆のムスリム社会、
とくに都市社会は、先住のウイグル人を軸と
しながら、ロシア領・ソ連領からの移住者を
含むハイブリッドな民族構成と文化様態を
もつ独特な相貌を呈していたこと、（iii）そ
のことが、各集団間の接触・交流を通して、
近代化やコミュニズムの流入・摂取を初めと
する社会・文化変容に大きな作用を与えると
ともに、ムスリム住民による政治的活動の推
進力を支える一要素であったと推察される
こと、（iv）ただし、新疆各地域におけるタ
タール人コミュニティは、ウイグル人コミュ
ニティとの間での交流と社会的な協働の一
方で、両者間には明確な境界性も存在してい
たと推定されること、（v）ウイグル人による
ロシア領・ソ連領中央アジアへの留学・移住

が新疆のムスリム社会のみならず、逆に中央
アジア地域に対しても文化的影響を与えた
形跡が見られること、などの諸点を指摘でき
よう。 
④本科研の成果の国際的な発信を主要な
目的の一つとして、平成 27 年 12 月に、合衆
国・オーストラリア・台湾・カザフスタンな
どから中堅・若手の研究者を招聘し、本科研
のメンバーの一部も報告者として、国際学術
会議「中央ユーラシアの変容における新疆
（18～20 世紀）」を開催した。これにより、
「越境」と文化変容の問題を含む、現在の新
疆史研究の先端的な到達点の一端を示すこ
とができたと考える。さらに、この会議に基
づきつつ、その後の本科研の成果も組み込む
形で、本科研の研究代表者・研究分担者を編
者とする英語論文集である、Onuma Takahiro, 
David Brophy and Shinmen Yasushi, eds., 
Xinjiang in the Context of Central 
Eurasian Transformations, Tokyo: The Toyo 
Bunko.を平成 30 年 3 月に刊行した。本科研
の具体的な成果内容は、部分的に本論文集に
反映されている。 
 
（3）学術的位置づけ 
①従来の新疆近現代史研究においては、主
に中国の内部状況に即した検討がなされて
きた。しかし当時の越境にともなう移動と交
流が及ぼした作用の深度と特質に注目しな
ければ、新疆ムスリム社会の実情に十分に迫
ることはできない。本研究では、越境と文化
変容という独自の側面から新疆地域の歴史
的展開をとらえ直すことを通して、新たな視
点から体系的な知見を得ることができた。 
②中央ユーラシア近現代史研究の分野に
おいては、大きな政治的枠組の変移とそれに
応じたムスリム諸民族の社会・文化の変動に
ついて、いまだ多くの未開拓の研究領域を残
している。本研究では、従来あまり着目され
なかった、国家的枠組を超える広域的な地域
間交流に視点を据えたアプローチという点
において、とくに英語による論文集の刊行に
よる国際的な学界への貢献を軸に、当該研究
分野の今後の新たな展開に寄与することが
できたと考える。 
 
（4）今後の展望 
①本課題の扱う歴史的展開の中で大きな
比重を占めているタタール人の移動と交易
活動の実態については、ロシアの外交文書館
所蔵の新疆駐在領事の報告等によるアプロ
ーチが有効であると予想されたが、文書館の
閉鎖が続いたため、本課題の実施期間におい
ては実現が叶わなかった。同文書館での作業
に基づき、根本史料によるさらに具体的な解
明が可能になると考えられる。 
 ②タタール人の新疆における活動は、タタ
ールスタンなどロシア領居住地域からカザ
フスタン・中央アジアを経て新疆に移動し、
さらに 20 世紀半ば以降にソ連領に移動する



という広域的な移動とそれにともなう各地
域におけるムスリム社会の変容の一環とし
て位置づけられる。このような移動と交流の
ダイナミズムへのアプローチを通して、新疆
をはじめとする中央ユーラシア地域の歴史
的変動をよりトータルにとらえることが可
能になるであろう。 
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